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<資 料>

水溶性加圧注入用防腐 ・防蟻剤
「マ イ トレ ッ クACQ」 に つ い て

雪竹靖弘 ・池谷研之 ・石井陽一郎 ・柏崎清作

要 旨

マイトレックACQはACQ(Ammoniacal Copper

 Quats)と 言われている組 成をもつ新 しい木材保存剤で あ

る。本薬剤 は既 に全国の約20工 場で使用 されている。本

薬剤 は防腐試験,防 蟻試験で高 い効果を示 した。 また,

CCAに 比 較 して高い 注入性 を示 した。マ イ トレック処

理工場 にお いて もアンモニ ア臭 は作業環境上,さ らに周

辺環境 にも影響のない程度であ った。

マイ トレックACQは 効力,安 全面,作 業性等において

優れた性能を示 し,今 後,新 木材保存剤 と して重要な役

割を果たす と考え られ る。

1.は じめ に

現在,日 本をは じめ として世界で実績のあ る木材保存

剤CCAに 性 能的 に匹敵す る低毒性の薬剤開発が試み ら

れてい るが,当 社において も,世 界 的に注 目されてい る

ACQ,つ ま りAACと 水に不溶性の銅化合物 との組み合

わせに よる新 しい型の加圧注 入用防腐防蟻剤の実用化に

以前よ り取 り組んでいた。そ して1989年 には販売を開始

し,現 在既に全国で20近 くの工場が建築用,外 構用,土

木用,あ るいは農業用 としてマイ トレック処 理木 材を生

産 す るに至 っている。

ACQ系 薬剤 は 日本 のほかに スウェーデ ン,デ ンマー

クなどの ヨー ロッパや米 国で も既に実用化 されて おり,

新薬剤 と して世界各地で規格 化が進 んでい る。

そ こで今回,マ イ トレックACQ及 びマイ トレック処

理につ いての当社での研 究概要 を報告 する。

2.マ イ トレッ クACQの 組 成 と 安 全 性

2.1薬 剤組成 と性状

マイ トレックACQの 薬剤組 成を次 に示す。

AAC 9.5%

CuO 11.9%

NH3 2.0%

水76.5%

(但 し,AACは 塩化 ベ ンザルコニ ウムで ある。)

原 液 濃青色 の液体

作業液 青色の液体

臭 い 原液,作 業液 とも多少 のア ンモニア臭 あ り

2.2安 全 性

マイ トレックACQの 主 な毒性試験値 は下記 のとお り

であ る。

急性経口 毒性LD50=1116mg/kg(ラ ッ ト)

急性経皮毒性LD50=3800mg/kg(ラ ッ ト)

魚毒性(ヒ メダカ)LC50=34ppm(24時 間)

魚毒 性(ミ ジンコ)LC50=0.324ppm(24時 間)

2.3作 業環境へのアンモニアの揮散 とそ の影響

本薬剤はア ンモニアを数%含 有す るため,実 際の工 場

内(越 井木材工業て株)本 社工場)に お いて,1991年8月,

気温33℃,快 晴の最 も過酷 な作業環境下 と思われ る状 況

にてア ンモニア気中濃度を測定 し,作 業員への影 響の有

無を調 査 した。

測定 はガステ ック社製 アンモニ ア検知管model801を

使 用 し,作 業環境の空気を採取,測 定 した。また,採 取

場 所及 び測定結果 につ いては,以 下の とお りで あ った 。

A.原 液 ドラム缶開封時(屋 外に放置 した物 ・無風状態)

ドラム缶 の蓋を開封15秒 後,開 口部よ り斜め 上約50

cmの 箇 所か ら採取

50ppm鼻 への刺 激大

B.原 液 ドラム缶 開封時(倉 庫か ら出 した物 ・無風状態)

ドラム缶の蓋を開封15秒 後,開 口部 よ り斜 め上約50

cmの 箇所か ら採取

12ppm微 臭

*株 式会社 コシイプ レザー ビング**越 井木材工業株式会社
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C.注 入作業中(無 風状態)

自動操作盤前 検出せず ア ンモニア臭 な し

溶解 タンク前 検 出せず ア ンモニア臭 な し

D.シ リンダーの ドア付近(無 風状態)

ドア開 口時35ppm鼻 への刺激大

ドア開 口5分 後5PPm微 臭

ドア開 口10分 後3ppm微 臭

ドア開 口時

(真空 ポンプ稼 働)1ppm無 臭

E.搬 出材横(処 理材:ラ ジアー タパ イ ン)

搬 出直後12ppm微 臭(無 風状 態)

搬出10分 後1ppm無 臭(微 風 ・風下)

F.桟 積場所

搬出48時 間後 検 出せず 無臭(無 風状態)

搬出70時 間後 検出せず 無臭(無 風状態)

今回,1年 間で最 も条件が厳 しいとされる時期 に測定

を行 った。特に屋外の炎天下 に一時的 に放置 した ドラム缶

を開封 した時,及 び注入処理後 ドアを蘭 けた瞬間に高い

数値を示 した。 しか し,屋 内の倉庫内 に保管 してあ るも

のは高い数値 を示 さなか った。また,釜 出 し時に ドアを

10cmほ ど開 いた状態で1分 間真空ポ ンプを稼働 させ る

と新 鮮な空気が缶内 に送 り込まれ,ド アを全開 して もア

ンモニア臭 は感 じられなか った。

3.マ イ トレ ック処 理 材 の 性 能

3.1マ イ トレックの注入性

自社 にて マイ トレックACQ及 びセル キュアK33の 注

入性比較を 目的 とした試験 を下記の要領 で実施 した。

マイ トレックACQ及 びセルキュアK33と も次 の条件

にて注入を行 った。

前真空 最高減圧90kPa(30分)

加 圧 最高加圧1275kPa(120分)

後排気 最高減圧90kPa(30分)

角材 と丸太を用いた。角材は インサイジ ング加工材 と

し,エ ン ドマ ッチに して供試 した。

材 種 樹種 寸 法(mm)試 験本数

角 材 ベイッガ105×105×2000各25

角 材 ス ギ105×105×2000各25

丸 太 ス ギ100φ ×1000各25

マイ トレックACQは セルキュアK33に 比較 して角材,

丸太 とも高 い注入量を示 した。 アメ リカで使われている

ACZAと 同 じようにア ンモニアの働きによって木材へ の

浸透性を高めてい ることが考え られ る。

注入量の比較結果は,表 一1の とお りで あり,一 定期

間 の養生 後,CCAと 同様 にク ロムアズロール法で浸潤

部分の測定を実施 した結果,浸 潤度について も良好 な結

果を得た。

3.2処 理材の防 腐 ・防蟻性能

腐朽,シ ロア リ等に対 して高い効 力値 を示 した。効力

性能をまとめると以 下のとお りとなる。

3.2.1室 内試験結果

防腐性能,並 びに防蟻性能 と も有効成 分の銅,AAC

それぞれが0.7kg/m3と いう低 い吸収量で高い効果を示

している。 また,鉄 腐食性,吸 湿性 と も基準値以下の良

好 な値 を示 した。

3.2.2野 外耐久性試験経過状況

大阪府富 田林市 にある自社 野 外 試 験地 において ス ギ

(30×30×600㎜)を 使 って実施 して しいる。CCA2号 で

あるセルキュアK33と の比較野外試験では,有 効成 分と

して の吸収量Cu,AACと も0.85kg/m3に 設 定 した試

表－1マ イ トレックACQ－ セルキュアK33注 入量及び浸潤率比 較

1):丸 太の場 合,材 表面部 分か らの浸潤長(cm)に て表示 した。
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表－2マ イ トレックACQの 室内試験結果

1):(社)日 本木材保 存協会 「マイ トロールCT-87加 圧研究会 」資料 による

2):JIS A 9302-1976に よ る加圧注入材の防腐効 力試験結果

3):オ オ ウズ ラタケの結果

4):カ ワラタケの結果

5): JWP A－ 第12号－1981に よる加圧注入材の シロア リに対す る室内総合試験結果

6): JIS A 9304－1976に よる加圧注 入材 の鉄腐食性試験結果

7): JIS A 9305－1976に よ る加圧注入材の吸湿性試験結果

表－3マ イ トレックACQの10年 目の野外耐久

性試験状況

験杭が10年 経過 した現在 も良好な状態であ る。

4.ま と め

マ イ トレックACQは 既 にJWPA認 定を取得 し,AQ

認証対象薬剤,JIS A 9108土 台用加圧 式防腐処理木材

の使用薬剤 として も認め られてい る。 以上 の内容 のよ う

に生物劣化 阻止効 力につ いて良好 な結果が得 られ た。 ま

た,注 入性 について はCCAよ りも良 好 な結果が得 られ

た。

一方
,処 理 工場 において薬剤 中に含 まれるア ンモニア

臭は1,2の 条 件を除 いてほぼ無臭 と言 える。作業工程に

おいて簡単な工夫 をす れば,作 業者 は全 くア ンモニア臭

を嗅 ぐことな く作業で きる。 しか し当然なが ら,本 薬剤

の使 用基準 に基づ いた安全装備 は必要であ る。

効果,安 全性,作 業性 において優れ た効果を示 し,今

後,環 境 に優 しい木材保存剤 と して中心的な役割を果た

してい くことと思わ れる。

(1993.8.9受 理)

アブ レビ辞典－(7)

HPLC

【High Performance Liquid Chromatographyの 略 。】

高 速 液 体 クロマ トグラフィー又は単 に液 クロとよぶ こともある。分析機器の1つ で,ガスクロマトグラフィ
ーと共 に最 も良 く使 用 され

,溶 離液 に溶解 さえすればほ とんどすべ ての物質が分析可能で ある。特 に

気化 しにくい ものや 熱安定性が悪い物質の分析に利点が活かされる。生化学領域で の分析
,分 離精製

では不可欠な機器で あるが,木 材保 存剤について も使用頻度 は高 い。 目的 とす る成分 によ ってカラム

溶離液,検 出器 の種類 の選択が必要であ る。(S .S)
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